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1.は じめに

我々人間同様,「 ことば」を操 ることができる計算

機 を目指 した研究 とも言える自然言語処理研究は、半

世紀に及ぶ歴史を重ね、近年、商品 としてのソフ トウ

ェア以外に、質の高い自然言語処理ツールがフリーソ

フ トとして公開され、専門家でなくとも利用できるよ

うになってきている。

一方
、近年のインターネッ トの普及、教育現場への

コンピュータの導入などにより、語学教育においても、

音声、言語処理技術 など、情報処理技術を導入する動

き が 盛 ん に な っ て きて お り、CALL(Computer

 Assisted Language Leaming)、e-learningな どとい

うキーワー ドを目にする機会も増えてきてい る[1]。

そこで、本稿では、一般に利用可能になってお り、

語学教育で有用 と思われる、自然言語処理関連ツール、

言語資源 を概観 し、紹介 したい。また、それ らを利用

した語学学習支援システムの具体的な事例も紹介 した

い。なお、現在一般に利用可能な自然言語処理関連ツ

ールの詳細に関 しては
、[2]の特集記事を参照 して頂き

たい。

さて、一般に利用可能になっている自然言語処理関

連ツール、言語資源 にはどのような種類があるのだろ

うか。 自然言語処理 と言 えば 「ことば」を処理す るこ

とであるか ら、自然言語処理 ツール と言えば に とば」

で書かれたテキス トを処理するツールがまず思いつ く。

自然言語処理の要素技術である形態素解析、構文解 析

を、テキス トに対 して高精度で頑健に行ってくれ るツ

ールは、 自然言語処理研究者にとって大変有用である

し、全文検索システムで形態素解析ツールがよく利用

され るのが一例 のように、他のツールの中に組み込ま

れて利用 され るようになってきてい る。一方、 「こと

ば」で話された対話を処理するための、自然言語処理

と関連するツールとしては、音声認識、音声合成ツー

ルなども考えられる。

さらに、古くから自然言語処理研究を行う上で不可

欠であった用例検索システム、KWIC(Key Wbrd In

 Context)は、語学教育においても、収集した用例を提

示するのに有用と考えられる。また、近年Web上 で

も利用可能になっている、自動翻訳システム、辞書も、

いろいろな形で利用が可能と思われる。

3節 では、これらの自然言語処理関連ツール、言語

資源を種類等の観点から分類 し、個別に紹介するが、

それに先立ち、次節でまず、形態素解析、構文解析ツ

ールなどの自然言語処理ツールは何をするツールなの

か、その原理はどうなっているのかを簡単に説明する。

4節 では、自然言語処理関連ツール等を実際に利用し

た具体例を紹介する。

2.ツ ールのべースとなる自然言語処理技術

本節では、自然言語処理ツールを実現する上で基礎

となる、いくつかの自然言語処理技術を簡単に説明す

る。なお、自然言語処理技術などに関しては、最近良

い入門書が出版 されているので、詳細は、たとえば

[3,4]などを参照して頂きたい。

自然言語処理は、言語表現を計算機で解析する自然

言語解析と、言語表現を計算機が作り出す自然言語生

成に大きく分けられる。そして、自然言語解析の処理

は、形態素解析、構文解析、意味解析、文脈解析の4

つのステップに大きく分けられるとされる。

自然言語解析の最初のステップである形態素解析

では、1)日本語のように、単語間に区切りのない言語

では、テキス トを単語(厳密には、言語学的に、意味を



持つ最小単位 と定義 されている形態素)の並びに分割

し(segmentation)、2)単 語が語形変化(たとえば、動

詞の活用変化)し てい る場合 には、原形 へ戻 し

(stemming)、3)単 語 の品詞 を決 定す る(part-of

-speech-tagging)。

形態素解析では、単語辞書と、単語(品詞)間の連接

可能性を規定する連接規則を用いて、入力された文字

列から、可能な単語の並びを生成し、連接のしやすさ

を表すコストなどの数値や優先規則を用いて、単語の

並びの優先順位づけを行ない、(多くの場合)形態素解

析結果として、もっとも良い単語の並びを出力する。

構文解析では、形態素解析で得られた単語(品詞)の

並びに対し、単語間の構文的関係を決定し、文の構造

を得る。文の構造としては、日本語の場合、文節間の

係り受け関係を有向辺で表す係 り受け構造として得る

ことが多い。構文解析は、文法を用いて可能な文の構

造を生成し、文の構造に関する優先規則やコーパスか

ら計算された確率等を用いて、文の構造を順位づけ、

(場合により)もっとも妥当な構造のみを出力する。

3.自 然言語処理関連ツールあれこれ

本節では、自然言語解析ツールと、その他に分類 し、

自然言語処理関連ツールを個別に紹介する。

3.1自 然 言語 解析 ツール

・形 態素解 析ツール

―日本語形 態素解 析 システムChasen「 茶 笙」

最新版:VbL2.02(UNIX版 、Windows版 が ある)

URL:

http://cl.aist-nara.ac.jp/lab/nlt/chasen/

―日本語形 態素解 析システムJUMAN

最 新 版:Ver.3.61(UNIX版,Windows版 が ある)

URI:http://pine.kuee.kyoto-u.ac.jp/nl-

resource/juman.html

・構 文 解析 ツール

―日本語構 文解析 システムKNP

最 新 版:Ver.2.0b6

URL:http://pine.kuee.kyoto-u.ac.jp/nl-

resource/knp.html

3.2そ の他

本節では、形態素解析ツール、構文解析ツール以外

の、さまざまな自然言語処理関連ツールを紹介する。

・用例検索システム、KWIC

自然言語処理研究では、実際の言語現象 を収集 して、

分析 し、それを自動的、あるいは、人手で規則化す

ることで、それ らの言語現象 を扱 うシステムを構築

するとい う手法が伝統的に採 られてきた。そのため、

人間が、膨大な量の収集 した用例(コ ーパス)を見通

し良く閲覧できるためのツール として、KWICが 古

くか ら利用されている。KWICは 、注 目する単語 と

その周囲の文脈の情報をソー トして提示する。 この

KWICは 現在では、語学教育の分野でも広 く利用さ

れるよ うになってきているし、また、非常に多くの

ツールが存在す るので、列挙することはしない。(た

とえばhttp://prairie.lang.nagoya-u.ac.jp/な ど)。 こ

のようなツールを語学教育では、

・collocation(単語間の共起情報)を提示する、

・単語間の使い分け情報を提示する、

・語義間の差異の情報 を提示する。

などに利用できるだろ う。 この用例検索は、単語を

キー として検索するだけな ら、UNIXの コマン ドで

ある`grep'を 利用することで容易に実現できる。

また、高速に実現するため、

一高速文字列検索システムSUFARY

最新版:Ver.2.11

URL:

http://cactus.aist-nara.ac.jp/lab/nlt/ss/

suffix arrayと い うデータ構造を用いて高速な

文字列検索を行 うためのライブラ リをパ ッケー

ジ化 したもので、大規模なデータを対象 とした

全文検索や辞書検索に利用できる。

が開発 されてお り、利用可能である。

一方
、最近の自然言語処理研究では、単に生のコー

パスを分析するのではなく、 コーパスにいろいろな情

報をタグとして付与 したもの(タグ付 コーパス)(たとえ

ば、単語に品詞を付与 したコーパス、文 の構造 を付与

したコーパス、など)を分析の対象 としている。そのた

め、単に単語で用例が検索できるだけでなく、品詞の



並びを表現した正規表現を入力とするなど、より複雑

な検索が可能であるような用例検索システムを作成す

る例が多い(たとえば、[5]、[6]〉。今後これ らのツール

の開発が増え、一般の利用に供されるようになれば、

語学教育においても、これまで以上に有用なツールと

なるであろう。

・自動翻訳システム

自然言語処理研究の歴史の当初から研究、開発が進

め られてきた 自動翻訳(機械翻訳)システムはおそ ら

くもっとも代表的な 自然言語処理 関連ツールでは

ないだろ うか。 自動翻訳 ソフ トも、インターネ ッ ト

の普及に合わせて急速に価格が安 くな り、身近 とな

った。Web上 のサー ビスも数多 く、サーチエンジン

な どで も検索結果 を自動翻訳 して くれる機能がつ

い て い る もの も あ り(た とえ ばAlta Vistaの

Advanced Text Search)ま た、翻訳サイ トも数多い

(http://www.excite.co.jp/world/)。 したがって、この

リス トアップも不要であろ う。精度的に問題がある

可能性はあるが、語学教育への利用の可能性はある

のではないだろうか。

・Web上 で検索できる辞書、辞書引きサイ ト

オンラインで辞書が引けるようにな り、紙の時代に

比べ、画期的に便利になったと、何年か前著者 は思

ったものであったが、最近ではWeb上 で辞書が引

けるようになっている。もはや辞書 さえ自前で持っ

必要はない時代 らしい。このようなサイ トも枚挙に

い とまがない(「翻訳のためのインターネ ットリソー

ス 」(http://www.kotoba.ne.jp/)や 「辞 書 の辞 書」

(http://www.monjunet.ne.jp/PT/bin/dict.dll)は 有 用

なリンク集の例)が 、これ らの利用も語学教育では有

用であろう。

・日本 語デ ィクテー シ ョン基本 ソフ トウェア

URL:

http://www:lang.astem.or.jp/dictation-tk/

動 作 環 境:Unixべ 一 ス のOS(Solahs,Irix,PC

 Linux等)

連 続 した音声 で入力 された 日本 語 を、統 計 的音声認

識手法により、高速かつ正確 に文章に変換するた

めの基本 ソフ トウェアである。

一大語彙連続音声認識プログラムJulius

一音韻モデル

一言語モデル ・単語辞書

一形態素解析 ・読み付与ツール〈ChaSen/ChaWan)

などが含 まれている。

4.事 例研究紹介

本節では、上で取り上げた自然言語処理関連ツール

等を実際に利用した具体例として、2つ の語学学習支

援システムを紹介する。

4.1日 本語読解支援システム

形態素解析 ツールや構文解析ツールの、直接的な利

用事例 と言えるのが、 日本語学習者のための 日本語読

解支援 システムである。 日本語学習者が 日本語の文章

を読む揚合、文章 中の単語 の区切 りがわか らないこと、

単語の読み方がわからないため辞書を引 くのに時間が

かかること、文の構造がわからないことなどが大きな

問題 となる。そこで、形態素解析ツール、構文解析ツ

ールを利用 し
、文章を形態素解析、構文解析 した結果

を得、画面上に、文章中の単語の区切 りや文の構造を

表示 した り、文章中の単語に対 して、あらか じめ用意

した辞書中のその単語の項 目(読みや、意味が記述 され

てい る)への リンクを付与 して、即座に辞書引きができ

るよ うにする等の機能 を有す る読解支援システムがい

くつか開発 され、実際に学習支援システムとして利用

に供 されている(例えば 「DL」(http://www.jaist.ac.jp/~

tera/)や、 「あすなろ」(http://hinoki.ryu.titech.ac.jp/)

[7]。

次の図1は 「あすなろ」の表示例である。図1で は、

画面1の1文 を、形態素解析により、単語に分割 した

結果が画面2に 表示 されている。また、画面2の 単語

の下の 「◇」をク リックすることで、画面3に その単

語の意味が、母語による訳語により表示 される(図1で

は英語)。 さらに、画面2の'ShowTree'の 表示をク リ

ックす ることで、その文の係 り受け構造を見 ることも

できる。



図1:「 あすなろ」の画面表示

4.2外 国語 『書取」学習支援システム

「書取」(ディクテーション)は、外国語の文章を聞

き、それを正確に書き取ることである。外国語の学習

法の1つ に、このディクテーションにより外国語力を

高める学習法がある。

従来ディクテーションによる外国語学習を行 う場

合、学習者はカセットテープ等を使用し、ディクテー

ションをした結果は教師が目で見て正解か不正解かを

判断していると思われる。しかし、この一連の作業は、

学習しづらく、また、教師にとってもつらい作業とな

っている。

そのような面倒な作業を簡略化しスムーズに行え

るように、我々は、ディクテーション方式英語学習支

援システムを開発 している[8]。本システムでは、英文

を音声で流し、学習者が聞き取った英文をシステムに

入力すると、システムが自動採点をする仕組みになっ

ている。また、本システムは現在WWW上 で利用可

能になっている。

システムは、音声を出力するモジュール、ユーザが

書きとって送信 してきた答案と正解を照合するモジュ

ール、照合結果からユーザの誤 りに関するコメントを

生成するモジュールから構成される。ユーザの書きと

った結果 と正解の照合および、自動的な誤り個所検出

には、自然言語処理や音声認識の分野で日常的に利用

されているDPマ ッチング技術を利用している。

我々が研究を発表した翌年には、同様に言語処理学

会の年次大会で、東北大のグループが日本語版を開発

したことを発表しており、また、我々の発表の際には、

多くの英語教師から問い合わせがあったことから、こ

の種の外国語の 「書取」学習を支援するシステムは語

学教育において有用であり、言語処理研究者と語学教

育関係者が共同で、実際に使えるツールとして整備し

ていくことが今後重要であると考える。

5.今 後の展望

本稿では、自然言語処理関連ツールを紹介した。紹

介してきた自然言語処理ツールを含め,各種コーパス、

電子化辞書、シソーラスなどの言語資源の共有、流通

を目指して、1999年5月 言語資源共有機構(GSK)と い

う組織が、東工大の田中教授の御尽力で設立された(詳



細は、http://tanaka-www.cs.titech.ac.jp/gsk/を 参照 し

て頂 きたい)。今後 この機構が うまく機能 し、より多 く

の有用な自然言語処理 ツールが開発 されるとともに、

開発 されたツールがより多 くの人に利用 され るように

なることを期待 したい。

すでに、音声、言語処理技術 を活用 して、さま ざま

な語学教育教材、CALLシ ステムが開発 されつつある

し、今後 もその数は増 えていくと思われる。語学教育

関係者 と、音声、言語処理研究者が共同でプロジェク

トを組み、語学教育に有用なシステムを開発 してい く

ことも、音声、言語処理研究者にも関心が高まってい

ることから、今後ますます増えてい くもの と思われる。

語学教育関係者 が持ってい るニーズと、音声、言語処

理研究者が持つ技術(シ ーズ)をお互いに率直に話 し合

い、一つの枠組で仕事をす ることで、真に有用なシス

テムが実現できるのではないか と考 える。

そ うい う意味で、現在、文部科学省科学研究費特定

領域研究(A)「高等教育改革に資するマルチメディアの

高度利用に関する研究」(平成11年--14年 胸 が活動中

であ り、そのよ うな試み となっているのは興味深い

(http://www.nime.ac.jp/tokutei120/index.html)[1]。

最後 に、本稿では列挙 しなかった情報へのポインタ

を上げておく。人工知能学会誌 に連載 されている 「私

のブ ックマーク」(http://www.ai-gakkai.or.jp/isai/

journa1/mybookmark/)に は自然言語処理関連の もの

もあ り、有用な情報 を含んでいる。藤氏による国内言

語学関連研究機関WWWペ ージリス ト(http://www.

sal.tohoku.ac.jp/～gothit/kanren.html〉 には膨大 な情

報があり、この分野のポータルサイ トと言って良い。

月刊言語に連載 されている 「インターネ ッ ト言語学情

報」にも、有用な情報が掲載 されていることがある。

また、我々の研究室にあるリンク集(http://lr-www.pi.

titech.ac.jp/lihk_j.html)も良ければご参照頂 きたい。
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